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１． 概論 

 
１－１． 概要 
この度は、リモコンボード「１２チャネル送信基板 RC12-TX」,「１２チャネル受信基

板 RC12-RX」をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。この取扱説明書は、

リモコンボードをお使いいただくために必要な内容を述べてあります。ご使用の前にお読

みいただき、正しくお使いください。 
ＲＣ１２－ＴＸは、１２点の無電圧接点信号を取り込んで２６０ＭＨｚ帯の微弱無線信

号として送信します。ＲＣ１２－ＲＸは送られてきた無線信号を受信して１２点のオープ

ンコレクタ信号として出力（ＬＯＷアクティブ）します。 
また、弊社製品ＲＣ－８２，ＲＣ－８８，飛締と組み合わせて使用することも可能です。 

 
 
 
１－２． 特長 

１） 機器組込用に適しています。 
２） １２点を入力端子、出力端子として使用できますから手軽に多チャネルリ

モコンを構成する事ができます。 
３） 微弱電波を使用していますから無線局の免許、資格は必要ありません。 
４） ノイズの少ない２６０ＭＨｚ帯の微弱電波を利用しています。 
５） 誤り検出方式は１４ビットフレームの３連送照合方式をとっているため、

誤動作の少ない信頼性の高い通信が得られます。 
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２． 規格 

 
２－１． 一般項目 
 
 

 項  目     仕  様    備  考 
 １  周波数  ２５９．５５ＭＨｚ（Ｒ－２） 
      または 
    ２５９．６５ＭＨｚ（Ｒ－４） 
 ２  電波の強さ  ３ｍの距離における電界強度 
    が５００μＶ／ｍ以下 
 ３  変調方式  直接変調による２値ＦＳＫ 
 ４  通信方式  単向通信 
 ５  誤り検定方式 １４ビットフレームの 
    ３連送照合 
 ６  通信距離  半径２０ｍ程度 ※１  使用条件による 
 ７  アンテナ 

   インピーダンス ５０Ω 
 ８  アンテナ 
     コネクタ  ＴＭＰ－Ｊ０１Ｘ－Ｖ６  大宏電機 
 ９  動作保証温度 ０～５０℃ 結露なきこと 
 
 

※１ 電気溶接機等輻射ノイズの多い場所では通信できない場合があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チャネル表示をＲ－２ 
 Ｒ－４とします 
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２． 規格 

 
２－２． １２チャネル送信基板 RC12-TX 
 
 

 項  目     仕  様    備  考 
 １  電源  ＤＣ５Ｖ±０．５Ｖ 
 ２  消費電流  １３５ｍＡ（送信時）    待機時 ５ｍＡ 
 ３  入力  無電圧接点１２点    フォトカプラ入力 
 ４  コネクタ  Ｂ２Ｂ－ＸＨ－Ａ（電源）   日本圧着端子製造㈱ 
    Ｂ１３Ｂ－ＸＨ－Ａ（入力） 日本圧着端子製造㈱ 
 ５  表示  電源ＬＥＤ（緑）１灯 

送信ＬＥＤ（赤）１灯 
    ６ ジャンパー     Ａ：標準仕様       

       Ｂ：１２入力強制ＯＮ  ＲＣ－８２，８８，飛締 
        受信機組合せ用  

 ７  寸法  図面参照 
 ８  重量  ３０ｇ 
 
  付属品 
 電源コネクタ  ＸＨＰ－２    日本圧着端子製造㈱ 
    （３０㎝ケーブル付き） 
 入力コネクタ  ＸＨＰ－１３    日本圧着端子製造㈱ 
    （３０㎝ケーブル付き） 
 アンテナコネクタ  ＴＭＰ－Ｋ０１Ｘ－Ａ１   大宏電機 
    （同軸ケーブル３０㎝付き） 
＊ 入力の無電圧接点はフォトカプラ受けのため、フォトカプラ駆動電圧５Ｖ及び電流 
   １０ｍＡを安定してＯＮ・ＯＦＦ出来るものをご利用下さい。 
 
＊  オープンコレクタを利用する場合は下図のようにして下さい。 
 
 
 
 
 

入力 本機側 

ＧＮＤ 
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２． 規格 

 
２－３． １２チャネル受信基板 RC12-RX 
 
 
 

 項  目     仕  様    備  考 
 １  電源  ＤＣ５Ｖ±０．５Ｖ 
 ２  消費電流  ８０ｍＡ ＭＡＸ    無出力時 ２５ｍＡ 
 ３  出力  １２点 オープンコレクタ   出力耐圧：+50V 
    １点（ＲＥＤＹ）     出力電流：50mAMax 
      オープンコレクタ     （１点あたり） 
 ４  コネクタ  Ｂ２Ｂ－ＸＨ－Ａ（電源）   日本圧着端子製造㈱ 
    Ｂ１３Ｂ－ＸＨ－Ａ（出力） 日本圧着端子製造㈱ 

Ｂ２Ｂ－ＸＨ－Ａ（ＲＥＤＹ）日本圧着端子製造㈱ 
 ５  表示  ＰＯＷ：ＬＥＤ（緑）１灯 
    ＲＥＤＹ：ＬＥＤ（赤）１灯 
    出力：ＬＥＤ（赤）１２灯 
 ６ ジャンパー  受信モード切替    出力方式の切替 
          （ラッチ有・無） 
 ７  寸法  図面参照 
 ８  重量  ５０ｇ 
 
  付属品 

電源コネクタ  ＸＨＰ－２  １本   日本圧着端子製造㈱ 
    （３０㎝ケーブル付き） 
 ＲＥＤＹ出力コネクタ ＸＨＰ－２  １本   日本圧着端子製造㈱ 
    （３０㎝ケーブル付き） 
 出力コネクタ  ＸＨＰ－１３    日本圧着端子製造㈱ 
    （３０㎝ケーブル付き） 
 アンテナコネクタ  ＴＭＰ－Ｋ０１Ｘ－Ａ１   大宏電機 
    （同軸ケーブル３０㎝付き） 
  
＊ 出力はＬＯＷアクティブです。 
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３． 各部の名称と寸法図 

 
３－１． １２チャネル送信基板 RC12-TX 
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３． 各部の名称と寸法図 

 
３－２． １２チャネル受信基板 RC12-RX 
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４． 使用方法 

 
４－１． １２チャネル送信基板 RC12-TX 
 
１） ご使用を予定している２６０ＭＨｚ帯５０Ωのアンテナ対応の同軸コネクタと付属

の同軸ケーブル３０㎝付きコネクタを接続します。付属の同軸コネクタは送信基板

ＲＣ１２－ＴＸのアンテナコネクタと接続します。（弊社オプションの２６０ＭＨ

ｚ帯アンテナのご使用をお奨めします） 
 
アンテナ接続例 
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４． 使用方法 

 
 
２） 入力コネクタ（ケーブル付き）に入力信号を接続します。コネクタの▼マークが１

番ピンでＧＮＤとなります。 
ピン番号  線色  入力番号 
▼ １  茶  ＧＮＤ 
  ２  赤   １ 
  ３  橙   ２ 
  ４  黄   ３ 
  ５  緑   ４ 
  ６  青   ５ 
  ７  紫   ６ 
  ８  灰   ７ 
  ９  白   ８ 

１０  黒   ９ 
１１  茶  １０ 
１２  赤  １１ 
１３  橙  １２ 

 １番ピンＧＮＤと２～１３番ピンを短絡すると送信状態になります。 
 
 
   入力回路 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３３０Ω 
5V

２～１３ 入力 

ＣＮ２ 

１ ＧＮＤ 
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４． 使用方法 

 
３） 電源コネクタに電源ＤＣ５Ｖ±０．５Ｖを接続してください。 

コネクタの１番ピン▼マーク（線色：黒）がマイナス側、２番ピン（線色：赤）が

プラス側です。 
４） 基板の取付は取付穴（４－φ３．５ｍｍ）をご利用ください。 
５） ＲＣ－８２，ＲＣ－８８，飛締の各受信機と組み合わせる場合はジャンパーをＢ側

にします。（１３番ピン１２入力をＯＮした場合と同一コードが出力）２～９番ピン

（１～８入力）の入力が可能になります。 
６） 入力信号は０．５秒以上の入力として下さい。 

１番ピンＧＮＤと２～１３番ピンを短絡すると送信状態になります。 
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４． 使用方法 

 
４－２． １２チャネル受信基板 RC12-RX 
 
１）ご使用を予定している２６０ＭＨｚ帯５０Ωのアンテナ対応の同軸コネクタと付属 

の同軸ケーブル３０㎝付きコネクタを接続します。付属の同軸コネクタは受信基板Ｒ

Ｃ１２－ＲＸのアンテナコネクタと接続します。（送信側アンテナ取り付け例を参照

下さい） 
２） 出力コネクタ（ケーブル付き）を接続します。コネクタの▼マークが１番ピンでＧ

ＮＤとなります。（出力はＬＯＷアクティブとなります） 
ピン番号  線色  出力番号（受信ＬＥＤとの対応） 
▼ １  茶  ＧＮＤ 
  ２  赤   １ 
  ３  橙   ２ 
  ４  黄   ３ 
  ５  緑   ４ 
  ６  青   ５ 
  ７  紫   ６ 
  ８  灰   ７ 
  ９  白   ８ 

１０  黒   ９ 
１１  茶  １０ 
１２  赤  １１ 
１３  橙  １２ 

 
  出力回路 
  トランジスタアレイＴＤ６２００３ＡＰ（東芝）出力 
 
 
 
 
 
 
 
 １ ＧＮＤ 

２～１３ 出力 

ＣＮ２ 
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４． 使用方法 

 
３） 電源コネクタに電源ＤＣ５Ｖ±０．５Ｖを接続してください。 
   コネクタの１番ピン▼マーク（線色：黒）がマイナス側、２番ピン（線色：赤）が 
   プラス側です。 
４） 基板の取付は取付穴（４－φ３．５ｍｍ）をご利用ください。 
５） ＲＥＤＹ信号をご利用の場合 

データを受信中はＲＥＤＹ信号を出力します。（ＬＯＷアクティブです。コネクタの

１番ピン▼マークがＧＮＤ側、２番ピンがデータ側です。 
  トランジスタアレイＴＤ６２００３ＡＰ（東芝）出力 
 
 
 
 
 
 
 
 
６） 受信モード切替ジャンパー 
  Ｓ：スルー出力 
   Ｓ側にセットすると受信したデータに対応して出力します。データは正常に受信し 
   ている間のみ出力します。データを正常に受信できない場合の出力はＯＦＦになり 
   ます。（次ページ入出力タイミング参照） 
  Ｌ：ラッチ出力 
   Ｌ側にセットすると受信したデータが切れても次のデータが受信するまで保持しま 
   す。 
 
  ＊ 設定を有効にするために一旦、電源を入れ直して下さい。 
 
７） 接続が完了して電源が投入されていますと送信基板（ＲＣ１２－ＲＸ）の入力状態 
   に対応した出力があり出力ランプとＲＥＤＹランプで状態がモニタできます。 
 
 
 
 

１ 

２ 
ＣＮ３ 
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４． 使用方法 

 
４－３． 入出力タイミング  
  入力信号  
 
 
 
 
 
  送信データ出力 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  受信出力及びＲＥＤＹ出力 
 
 
 
 

送信された１フレーム目と最終フレームは受信されませんので、（立ち上がり、立

ち下がりで受信ミスとなります）受信出力は４フレームを受信した時点から送信

終了時まで（最終フレーム目をミスと判断した時点）となりますが途中ノイズ等

で受信できないフレームがありますと、その後３フレームの受信データ照合を待

って出力は再開されます。 
 注１） 受信出力は周囲環境によって遅れたり途切れたりする場合もあります。 
注２） 上記タイミングはスルー出力の場合です。ラッチ出力の場合は次のデ 
    ータを受信するまで出力は保持されます。ＲＥＤＹ出力は受信してい 

         る間のみ出力します。 

１フレーム：約４０ｍｓ 

送信時間 （０．５ｓ以上送って下さい） 

約１６０ｍｓ 

１   ２   ３   ４    ５   ・   ・ 

タイミングによって異なる 
約４０ｍｓ以下
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４． 使用方法 

 
４－４． スルー出力複数の時間差入力がある場合 
 

１～１２までの入力が時間差をもって入力される場合先に入力された信号に後か

ら信号が加わると先の信号の出力も３フレーム照合のとぎれで瞬間出力停止が生

じます。ＲＥＤＹ出力も同様に瞬間出力停止が生じます。 
 
入力１ 
 
入力２～１２ 
 
出力１ 
 
出力２～１２ 
 
ＲＥＤＹ出力 
 
４－５． ラッチ出力複数の時間差入力がある場合 
 

１～１２までの入力が時間差をもって入力される場合先に入力された信号に後か

ら信号が加わると 後から入力された信号の出力のみ３フレーム照合のとぎれで出

力の遅れが生じます。ＲＥＤＹ出力はスルー出力の場合と同様に瞬間出力停止が

生じます。 
 
入力１ 
 
入力２～１２ 
 
出力１ 
 
出力２～１２ 
 
ＲＥＤＹ出力 
※出力は入力が全て OFF になる前の状態を保持します。 
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４． 使用方法 

 
４－６． 使用例 
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５． 使用上の注意 

 
１） 電源接続 
 プラス・マイナスを間違えて接続しますと回路を破損しますのでご注意下さい。 
  ＣＮ１  １番ピン ▼ ＧＮＤ 
    ２番ピン  ＋５Ｖ 
 
  付属ケーブル 黒線材  ＧＮＤ 
    赤線材  ＋５Ｖ 
 （注 黒線材がコネクタの▼マークに挿入されていることをご確認下さい） 
 
２） 微弱電波を利用しているため受信側の出力は、周囲環境にもよりますが受信出力が 
   遅れたり途切れたりします。 
   受信出力をすぐに切りたい場合はスルー出力設定で、出力が途中で途切れたりする 
   事を避けたい場合にはラッチ出力設定と用途に合わせてご使用下さい。 
 
３） 複数の送信機で同時に同じ周波数の電波が出た場合、受信機の出力は近くの電波の 
   強いものを受信できるか干渉して出力しないか不定となります。 
   複数使用する場合は周波数を変えるか、干渉しない距離に離すか、同時に電波を 
   発信しない運用とするなどの対策を施して下さい。 
 
４） 機器の設置は動作テストをおこなって確実に動作する範囲内で設置するようにして 
   下さい。 
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６． 付属ケーブル 

６．付属ケーブル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 17

７． 保証 

保証規定（日本国内においてのみ有効） 

本規定はお買い上げになられた製品を安心してご利用いただけるよう出荷後の保証に

ついて弊社が定めたものです。弊社製品が故障した場合は、この規定に基づき修理・

交換いたします。 

■保証範囲 

お客様の正常なご使用状態のもとで万一故障した場合、規定に従い故障箇所の無償修

理をさせていただきますので、お買い上げの販売店、または弊社営業部にお申し出下

さい。ただし、本製品のハードウェアに限らせていただきます。 

なお保証期間内においても次の場合には有償修理となります。 

１．お客様による輸送・移動時の落下、衝撃等、お客様のお取扱いが適正でないため

に生じた故障・損傷の場合。 

２．お客様による本体の分解や改造による故障の場合。 

３．火災・地震・水害等の天災地変および異常電圧による故障・損傷の場合。 

４．本製品に接続している当社指定機器以外の機器の故障に起因する故障の場合。 

５．本体以外の付属品(AC アダプター,アンテナ,接続ケーブル等)は含みません。 

６．弊社以外で修理・調整・改良した場合。 

７．消耗品や寿命品（バッテリー含む）の交換の場合。 

     消耗品・寿命品には下記のものが含まれます。 

①各種スイッチ類（リミットスイッチ，押しボタンスイッチ等） 

②電池・バッテリー（乾電池、ボタン電池等） 

③その他使用により消耗・寿命があるもの 

  ８．本取扱説明書に記載された使用方法及び注意事項に反するお取扱いによって生じ

た故障の場合。 

■保証期間 

保証期間は原則としてお買い上げいただいてから１年間となります。 

保証期間内は、保証規定の定めにより弊社にて無償修理致します。 

保証期間中の修理やアフターサービスについてご不明な場合は、お買い上げの販売店、

または弊社営業部までご相談下さい。 

■初期不良について 

製品お買い上げ日より起算し２週間以内を製品初期不良期間とします。期間内にお買

い上げの販売店、または弊社営業部にご送付いただき、製品確認後、初期不良とみな

された場合は新品交換または修理対応を無償にて行います。 

初期不良の場合、送料は弊社にて負担させていただきます。但し、日本国内の送料に

限らせていただきます。 
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７． 保証 

■免責事項 

本製品の故障や障害、その使用によって生じた直接的・間接的な損害、金銭的損失に 

ついては一切の責任を負いかねます。 

■修理対応期間 

本製品の修理はお買い上げいただいた日より８年間とします。 

但し、使用部品の廃止等やむを得ない理由により代替部品の使用又は代替機により対

応させていただくことがあります。 

■その他 

●保証期間に関係なく、修理は調整等測定機器類の必要上、弊社への持ち込み修理を

原則とし、持ち込み時に発生する送料等はお客様の負担とさせていただきます。 

なお、出張修理を行う場合、または保証期間中に代替機が必要な場合等はお買い上げ

の販売店または弊社営業部までご相談下さい。 

修理受付後、弊社技術部門において障害の再現できない場合は、交換・修理を致し

かねる場合があります。また、障害の再現をするための技術調査費用を別途請求す

る場合があります。 

●保証期間後の修理につきましてはお買い上げの販売店、または弊社営業部までご相 

談下さい。修理によって機能が維持できる場合はお客様のご要望により有料にて修

理させていただきます。 

 

＜日本国外の保証＞ 

  ■製品を日本国外でご購入及びお買い上げいただいた場合、保証については日本国内

の保証規定に準拠しますが、初期不良及びお客様の責任によらない製品不良の場合

に発生する海外輸送費・保険料・関税等の掛かる費用については別途協議の上、決

定することとします。 

 

 

本書の内容については予告なく変更することがあります。 

本書の記載内容につきましては万全を期しておりますが、万一ご不審な点がありました

ら、お買い上げの販売店、または弊社営業部までご連絡下さい。 

製品の仕様及び外観は機器改良その他により予告なく変更する場合があります。 

 

 

 

 

 


